
 

 教科に関する調査報告【豊中市】中学校 数学の調査結果 

 

 

 

 

 

 

数学 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

〇正答数の分布は、総問題数１６問中、１１問の正答数を頂点

とする右寄りの山型に分布しています。 

〇レーダーチャートの描くラインは、全国の状況とほぼ同じ 

傾向を示しています。 

〇「数と式」、「図形」の領域、「数学的な見方や考え方」を 

問う問題、「記述式」の問題で特に高い値を示しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

１ 
（５x＋６y）－（３x－２y）を計算

する 
整式の加法と減法の計算ができる 80.1 77.4 77.1 

２ 
数量の関係を一元一次方程式で 

表す 

具体的な場面で、一元一次方程式をつくる

ことができる 
74.4 69.4 71.3 

３ 
中心角６０°の扇形の弧の長さに 

ついて正しいものを選ぶ 

扇形の中心角と弧の長さや面積との関係

について理解している 
73.0 66.7 68.1 

４ 

経過した時間と影の長さの関係を 

「…は…の関数である」という形で

表現する 

関数の意味を理解している 52.1 44.6 48.0 

５ 反復横とびの記録の中央値を求める 
与えられたデータから中央値を求めるこ

とができる 
88.3 83.2 84.5 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

１ 
（５x＋６y）－（３x－２y）を計算

する 
整式の加法と減法の計算ができる 1.1 1.3 0.8 

２ 
数量の関係を一元一次方程式で 

表す 

具体的な場面で、一元一次方程式をつくる

ことができる 
8.1 9.4 7.6 

３ 
中心角６０ °の扇形の弧の長さに 

ついて正しいものを選ぶ 

扇形の中心角と弧の長さや面積との関係

について理解している 
0.3 0.3 0.3 

４ 

経過した時間と影の長さの関係を 

「…は…の関数である」という形で

表現する 

関数の意味を理解している 10.3 12.1 9.3 

５ 反復横とびの記録の中央値を求める 
与えられたデータから中央値を求めるこ

とができる 
1.4 1.4 1.0 

正答率 

無回答率 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

事象に即して解釈したことを数学的に 

表現すること、具体的な場面で、一元

一次方程式を作ることができます。 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

文字を使って数や図形の性質を説明

したり、方程式を解いたりする場面に

おいて、数・式などを活用して数学的

に処理すること、整式の加法と減法の

計算を的確にできます。 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

関数を用いて事象を捉え、考察する 

場面において必要となる事象の特徴 

を的確に捉え、関数の意味を理解する 

ことができています。 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

データに基づいて不確定な事象を考察 

する場面において、数・式、図、表 

などを活用して数学的に処理すること、

中央値をもとめることができます。 



 

 

 

 

 

 

 

  

＊正答は オ 

おうぎ形の弧の長さは、中心角の大きさに比例します。 

中心角が何倍かを求めることで円周の長さが何倍かを 

もとめることができます。 

 

60÷360＝     解答   倍（オ） 

 

・ポイント 

おうぎ形を円の一部として捉え、中心角の大きさに伴って 

変わる数量に着目しながら、その関係を見いだすことが 

大切です。円を折ったり、切ったりしてできたおうぎ形と 

元の円を比べる活動（観察、操作、実験など）を通して、おうぎ

形と円を関連付けて考えることも大切です。 

【出題の趣旨】 

３ 図形の性質を考察する場面において、事象の特徴を的確に捉えること、扇形の

中心角と弧の長さや面積との関係について理解しているかどうかを見る。 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

― ここがポイント ― 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

【第１学年】B 図形 

（２）観察、操作や実験などの活動を通して、空間図形についての  

理解を深めるとともに、図形の計量についての能力を伸ばす。 

ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体、錐体及び球の表面積 

と体積を求めること。  

正答率：73.0％（豊中市） 

    6８.1％（全 国） 

 

１ 

６ 

 

１ 
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設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

６（１） 

四角で囲んだ４つの数が１２、１３、１７、１８

のとき、それらの和が４の倍数になるかどうかを

確かめる式を書く 

問題場面における考察の対象

を明確に捉えることができる 
85.0 81.6 83.9 

６（２） 
四角で４つの数を囲むとき、４つの数の和はいつ

でも４の倍数になることの説明を完成する 

目的に応じて式を変形したり、

その意味を読み取ったりして、

事柄が成り立つ理由を説明す

ることができる 

70.8 60.9 61.8 

６（３） 

四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの

数の和がどの位置にある２つの数の和の２倍で

あるかを説明する 

数学的な結果を事象に即して

解釈し、事柄の特徴を数学的に

説明することができる 

36.1 28.8 30.3 

７（１） 

与えられた表やグラフから，砂の重さが７５ｇの

ときに、砂が落ちきるまでの時間が３６．０秒で

あったことを表す点を求める 

与えられた表やグラフから、 

必要な情報を適切に読み取る

ことができる 

92.9 92.2 93.5 

７（２） 
与えられた表やグラフを用いて、２分をはかるた

めに必要な砂の重さを求める方法を説明する 

事象を数学的に解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明するこ

とができる 

32.4 27.3 27.7 

正答率 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

問題場面における考察の対象を明確

に捉えることができます。 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

数の性質について成り立つ事柄を事

象に即して解釈し、事柄の特徴を数学

的に説明することができます。 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

実験で得られたデータを理想化した 

り単純化したりして、その特徴を的確

に捉えることができます。 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

与えられたグラフから、必要な情報を

適切に読み取ることに課題があり 

ます。 

ここが豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

６（１） 

四角で囲んだ４つの数が１２、１３、１７、１８

のとき、それらの和が４の倍数になるかどうかを

確かめる式を書く 

問題場面における考察の対象

を明確に捉えることができる 
4.5 4.9 3.5 

６（２） 
四角で４つの数を囲むとき、４つの数の和はいつ

でも４の倍数になることの説明を完成する 

目的に応じて式を変形したり、

その意味を読み取ったりして、

事柄が成り立つ理由を説明す

ることができる 

14.5 18.7 15.4 

６（３） 

四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの

数の和がどの位置にある２つの数の和の２倍で

あるかを説明する 

数学的な結果を事象に即して

解釈し、事柄の特徴を数学的に

説明することができる 

28.4 32.8 29.9 

７（１） 

与えられた表やグラフから，砂の重さが７５ｇの

ときに、砂が落ちきるまでの時間が３６．０秒で

あったことを表す点を求める 

与えられた表やグラフから、 

必要な情報を適切に読み取る

ことができる 

2.5 2.9 2.0 

７（２） 
与えられた表やグラフを用いて、２分をはかるた

めに必要な砂の重さを求める方法を説明する 

事象を数学的に解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明するこ

とができる 

24.8 27.4 24.7 

無回答率 

率 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

全国または大阪府と比較して、 

『選択式』、『短答式』の問題で 

無回答率が高くなっています。一方で

『記述式』の問題では無回答率が低く

なっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】構想を立てて説明し、発展的に考察すること（４つの数の和） 

６（２）目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を 

説明することができるかどうかを見る。 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

正答率：70.8％（豊中市） 

    61.8％（全 国） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント ― 

＊正答例＊ 

・４（ｎ＋３） 

ｎ＋３は自然数だから、４（ｎ＋３）は４の倍数である。 

したがって、四角で４つの数を囲むとき、 

４つの数の和はいつでも４の倍数である。  

 

＊正答例＊ 

・４ｎ＋１２ 

４ｎ、１２が４の倍数で、４の倍数の和は 

４の倍数だから、４ｎ＋１２は４の倍数である。 

したがって、四角で４つの数を囲むとき、 

４つの数の和はいつでも４の倍数である。 

 

多かった不正解の解答 

ｎ＋（ｎ＋１）＋（ｎ＋５）＋（ｎ＋６） 

＝４ｎ＋１２ 

＝２（２ｎ＋６）  

 

・ポイント 

この問題では、予想した事柄である「四角で４つの数を囲むとき、 

4 つの数の和はいつでも４の倍数になる。」ということを説明する 

ために、四角で囲んだ 4 つの和を表した式を４×（整数）の形に 

すればよいという見通しをもって、式を変形することが大切です。 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

【第 2学年】A 数と式 

（１）具体的な事象の中に数量の関係を見いだし、それを文字を用いて式に表現

したり式の意味を読み取ったりする能力を養うとともに、文字を用いた式の四則

計算ができるようにする。 

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解する

こと。 

ウ 目的に応じて、簡単な式を変形すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】日常的な事象の数学化と問題解決の方法（砂時計） 

７（１）与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができるかどうかを

みる。 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

正答率：92.9％（豊中市） 

    93.5％（全 国） 

 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

【第１学年】C 関数 

（１）具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べる

ことを通して、比例、反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係

を見いだし表現し考察する能力を培う。 

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。 

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

＊正答例＊ 

・原点Oを通る直線のグラフをかき、ｙ＝120のときのｘ座標を読む。 

・ｙをｘの比例の式で表し、その式にｙ＝120を代入し、ｘの値を求める。 

 

・ポイント 

「実験して 2 分になったときを調べればいい。」などいった解答は、実測を基に

問題を解決する方法の見通しを表現していますが、数学を用いて問題を解決する

方法の説明までには至っていません。問題解決の過程を振り返り、的確に説明 

できるように練習することが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

８（１） 
気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度数を 

書く 

ヒストグラムからある階級の

度数を読み取ることができる 
84.1 80.7 83.0 

８（２） 
２つの分布の傾向を比べるために相対度数を 

用いることの前提となっている考えを選ぶ 

相対度数の必要性と意味を 

理解している 
35.0 34.6 36.8 

８（３） 

「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の 

日より気温差が大きい傾向にある」と主張できる 

理由を、グラフの特徴を基に説明する 

データの傾向を的確に捉え、 

判断の理由を数学的な表現を

用いて説明することができる 

10.9 8.2 11.1 

９（１） 
四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを、平行

四辺形になるための条件を用いて説明する 

平行四辺形になるための条件

を用いて、四角形が平行四辺形

になることの理由を説明する

ことができる 

53.0 42.9 44.3 

９（２） 
錯角が等しくなることについて、根拠となる直線

ＦＥと直線ＢＣの関係を，記号を用いて表す 

錯角が等しくなるための、２直線

の位置関係を理解している 
67.7 62.8 64.3 

９（３） 
∠ＡＲＧや∠ＡＳＧの大きさについていつでも

いえることを書く 

ある条件の下で、いつでも成り

立つ図形の性質を見いだし、 

それを数学的に表現すること

ができる 

34.0 27.2 28.8 

正答率 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

平行四辺形になるための条件を用いて、

四角形が平行四辺形になることの 

理由を説明することができます。 

 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 

ある条件の下で、いつでも成り立つ 

図形の性質を見いだし、それを数学的

に表現することができます。 

ここが豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

データの傾向を的確に捉え、判断の 

理由を数学的な表現を用いて説明 

することに課題があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

８（１） 
気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度数を 

書く 

ヒストグラムからある階級の

度数を読み取ることができる 
4.8 5.3 4.2 

８（２） 
２つの分布の傾向を比べるために相対度数を 

用いることの前提となっている考えを選ぶ 

相対度数の必要性と意味を 

理解している 
1.1 1.1 1.0 

８（３） 

「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の 

日より気温差が大きい傾向にある」と主張できる 

理由を、グラフの特徴を基に説明する 

データの傾向を的確に捉え、 

判断の理由を数学的な表現を

用いて説明することができる 

34.0 36.3 32.2 

９（１） 
四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを、平行

四辺形になるための条件を用いて説明する 

平行四辺形になるための条件

を用いて、四角形が平行四辺形

になることの理由を説明する

ことができる 

2.8 4.1 3.6 

９（２） 
錯角が等しくなることについて、根拠となる直線

ＦＥと直線ＢＣの関係を，記号を用いて表す 

錯角が等しくなるための、２直線

の位置関係を理解している 
14.3 16.1 14.2 

９（３） 
∠ＡＲＧや∠ＡＳＧの大きさについていつでも

いえることを書く 

ある条件の下で、いつでも成り

立つ図形の性質を見いだし、 

それを数学的に表現すること

ができる 

27.8 30.5 28.7 

無回答率 

率 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること（キャンプ場

の気温） 

８（２）相対度数の必要性と意味を理解しているかどうかをみる。 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

正答率：35.0％（豊中市） 

    36.8％（全 国） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪学習指導要領における領域・内容≫ 

【第１学年】D 資料の活用 

（１）目的に応じて資料を収集し、コンピューターを用いたりするなどして表や

グラフに整理し、代表地や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取る

ことができるようにする。 

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。 

＊正答は エ 

 

多かった不正解の回答 

ウ 二つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いるのは、日照時間が 

「6 時間未満」と「6 時間以上」の階級ごとの度数が違うからであると 

捉えた生徒がいると考えられます。 

 

イ 二つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いるのは、日照時間が 

「6時間未満」と「6時間以上」の気温差が違うからであると捉えた生徒が

いると考えられます。 

 

・ポイント 

全体（総度数）に対する部分（各階級の度数）の割合を相対度数といいます。 

相対度数を用いると大きさの異なる集団の階級ごとの比較がしやすくなる

ことを理解するだけでなく、相対度数を用いることのよさを振り返ることも

大切です。 

― ここがポイント ― 


